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活動場所 高松市上福岡939-4 活動の様子の写真・成果物の写真

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家高松店 事業所番号 3712020829

住　所 高松市今里町1丁目28番地27　アップルハウス1階A 管理者名 高口　哲也

電話番号 087-802-4864 対象年度 令和5年度

地域連携活動の概要

◆
実施した生産活動

施設外就労の概要
：

法人向け宅配弁当の作成

盛付、梱包・配達・おかず作成

利用者数 16名　交代制

◆
地域にとっての

メリット
：

提携先での人員不足解消

安定した労働力の確保

実施日程 毎週月曜日～金曜日

◆
地域連携活動の

ねらい
：

障害のある方たちが地域企業の業務の一部を担う

ことで、人手不足の解消と従業員の労務環境の改

善に貢献する

◆
対象者にとっての

メリット
：一般就労に近い就労体験

◆ 実施した結果 ：より多くの障がい者に参加の機会が増えた

連携先企業名 ㈱府中家商店

今後は販路拡大などの展開も図っていきたいと思っております。

担当者名  政木　盛彦

活動内容の追加コメント

◆ 得られた成果 ：
時間や数量などの目標意識が向上した

作業手順の習熟

お弁当作成に関する、おかずや米飯のもりつけ、ソースかけ、

フードカップならべ弁当箱並べ、ふたかけ、輪ゴムかけ、袋入

れ、配達コース毎への仕分け、弁当の数量の確認、翌日の弁当

の仕込み、野菜の切りものなど。
◆

　今回、従事して頂いております、お弁当の盛り付けや仕分け等の作業については、法人を対象にお弁当の作成と宅配を行う作業であ

り、1日400食程度のお弁当を作っておりますが、現在、一緒に仕事をしている障がいのある方は、勤続年数も長く、作業も習熟し、

また自分の役割も自覚されており、一つ一つ指示しなくても自ら動けており、今後も継続して連携していきたいと希望します。

今後の連携強化に向けた課題

課題点 ：
能力と労力が比例し、できる人にしわ寄せ

ができてしまう

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価
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